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プロジェクトの経緯
■「地域の元気応援プロジェクト」

呉市に世界に誇れる
かっちょいい公園を作ろう︕
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(1) 対象地

呉駅

中央公園

所在地︓呉市中央
公園種別︓地区公園
⾯積︓約26000㎡
整備年︓ 1983年



(1) 対象地

堺川



(1) 対象地
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■現地踏査（2022/06/09THU 14:00）

(1) 対象地



■現地踏査（2022/06/09THU 14:00）

(1) 対象地



■現地踏査（2022/06/09THU 14:00）

(1) 対象地



■イベント時（あさまち）

(1) 対象地

中国新聞オンラインより

イベント時には多くの⼈が訪れるポテンシャルを持つ
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中央公園の実態把握のために…

(2) データ収集と分析

①⼈流データを⽤いた調査
→⼈々の滞在状況を可視化

②アクティビティ調査
→公園の利⽤実態を可視化

③公園利⽤に関する住⺠アンケート調査
→公園に対するニーズの把握



■①⼈流データを⽤いた調査

(2) データ収集と分析

ブロックごとに1ヶ⽉間の傾向を把握（2021年10⽉）

スマートフォンの位置情報⼈流データ



■①⼈流データを⽤いた調査

(2) データ収集と分析

各ブロックの平均利⽤者数(⼈/⽇)
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■①⼈流データを⽤いた調査

(2) データ収集と分析



■①⼈流データを⽤いた調査

(2) データ収集と分析

⼈流データによる各ブロックの利⽤者数(⼈/⽇)
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■①⼈流データを⽤いた調査

(2) データ収集と分析

平⽇ 休⽇

Aブロック以外は主に通⾏⽬的

BCDEF
H

A

G
歩道エリアに⼈が多い→通⾏



■②アクティビティ調査

(2) データ収集と分析

スマホカメラで移動撮影調査

公園内の様⼦を記録

調査⽇
2022/10/13(⽊)
2022/10/15(⼟)

調査時間
8:30〜19:30の
間で1時間に1回
調査ブロック
全ブロック



(2) データ収集と分析
■アクティビティ調査（10/15（⼟））

1番北側のどんぐり公園

遊具で遊ぶ⼦供や
⼦供を遊ばせる親

が多い



■②アクティビティ調査

(2) データ収集と分析

滞在者 通⾏者

通⾏者が多い傾向



■②アクティビティ調査

(2) データ収集と分析

利⽤年齢構成



■③公園利⽤に関する住⺠アンケート調査

(2) データ収集と分析

• 中央公園の各ブロック
の印象評価

• 中央公園にあったら良
いもの

• 中央公園の利⽤に関す
る項⽬

• 普段の中央公園に関す
る項⽬

etc.

対象︓呉市中央地区の住⺠

回答者︓169名

年齢層︓10代〜80代



■③公園利⽤に関するアンケート調査

(2) データ収集と分析

中央公園にあったら良いもの

⾷事や読書をするテーブル・イスのセット

キッチンカーやコーヒースタンド等の飲⾷サービス

Wi-Fiスポット



■まとめ
(2) データ収集と分析

①→Aブロック以外は通過⽬的

③→新たな機能が求められる（飲⾷・Wi-Fi…）
②→中⾼⽣の利⽤が少ない

現地踏査
→⽇常的な利⽤は多くみられない
調査・分析の結果

モノの存在が公園の利活⽤促進に繋がる
考察



(2) データ収集と分析
ブライアントパーク（アメリカ）

アメリカ・⽇本では求める公園空間が異なる
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(3) 社会実験

コーヒースタンド(1セット) テーブル・イス(7セット)
実施⽇

2022/10/17(⽉)〜10/23(⽇)
実施時間

10:00〜18:00

モノの存在によって滞在者が増加するのか︖

C

D



(3) 社会実験

Cブロック



(3) 社会実験



(3) 社会実験

Dブロック
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D

飲⾷を楽しむ
PC作業



(3) 社会実験

Dブロック
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(3) 社会実験

(⼈/
⽇)

1⽇当たりの滞在者数(4章の動画カメラ撮影結果との⽐較)

Cブロック Dブロック

(⼈/⽇)

平常時 社会実験時 平常時 社会実験時

⼩さな物的環境の整備でも公園利⽤が促進されることを確認
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(4) 計画検討・・・呉百⼈会議（毎⽉）



(4) 計画検討・・・呉百⼈会議（毎⽉）



(4) 計画検討・・・学内での検討（随時）
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(5) ビジョン・・・全体コンセプト

全体コンセプト

全世代が⽇常的に楽しめる公園へ

呉市の中⼼部における公共空間のあるべき姿

ニーズが⼤きいアクティビティに対応



(5) ビジョン・・・各ブロックの特徴づけ

i ) 動詞・アクティビティの網羅的な羅列
ii) 動詞をKJ法的分類し8つの動詞を抽出

「動詞」によるブロック特性の決定

公園の「使われ⽅」をデザインする重要性

呉百⼈会議学⽣検討会



うごく 感動する くつろぐ 表現する

まなぶ ためす たべる あそぶ

・まわる
・おどる
・競う…

・祝う
・出会う
・観察する…

・だべる
・休む
・たそがれる…

・発信する
・奏でる
・つくる…

・読む
・教える
・考える…

・発⾒する
・気づく
・夢を⾒る…

・飲む
・嗜む
・ふるまう…

・はしゃぐ
・笑う
・集う…

憩う

(5) ビジョン・・・各ブロックの特徴づけ

歩く

ブロックごとの動詞

全ブロック共通の動詞



4-1 各ブロックの位置づけの決定

04.全体計画



全体コンセプト
全世代が⽇常的に楽しめる公園へ

憩う・歩く

あそぶ たべる ためす まなぶ 表現する くつろぐ 感動する うごく

各ブロックの機能

全体計画

全ブロック共通のデザイン
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(6) 短期的デザイン・・・Bブロック現状



(6) 短期的デザイン・・・提案
■想定設置物内容

飲⾷機能 テーブル・椅⼦ 無料Wi-Fi

コンテナ パークレット



(6) 短期的デザイン・・・配置計画



(6) 短期的デザイン・・・配置計画

かえで橋

駐⾞場

公園だけでなく周辺も⼀体活⽤



■⼩さな取り組みを継続的に重ねる

まとめ・・・実⾏プロセス

アクション アクション アクション 将来像・・・

フィードバック
（e.g.調査研究）

フィードバック
（e.g.住⺠WS）

フィードバック
（e.g.アンケート）

地域と共に⼩さな取り組みを重ね公園を使いたおす



成果発表シンポジウム


